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Fig･ 4.

イジング希薄磁性体の双対性

与える｡同様に Fig.4の ｢かごめ格子｣ の毅合には同

様の理 鋸 こよりP｡- 0･7998 と飾 りつき蜂の巣格子

の P｡と一致するo また隣 り合 った三つ組の 3体力を

同時にはずした り入れたりす る場合のP｡-0･5(Fig･

3) および PC.- 0･683 (Fig･4) とな りunited-bond

model(2体力を三つ同時にとりはずす )と一致する｡

イジ ング希薄磁性体 の双対性

阪大･工 笠 井 康 弘

クエンチ系のマ ッチング関係1)にある (ランダム )サイ ト格子 (LとLl) の臨界濃

度間 (それぞれ P とP｡十)には, P｡十P†-1なる双対性 があるO-方,アニールC C

系にはデュァル関係2)にあるボンド格子に同様の関係が知られているがサイ ト格子には

ない｡ボンドーサイ ト変換3)によりサイ ト格子はボンド格子を含むので,臨界濃度の双

対性に関 しては,クエンチ系の方がアニール系より一般的に成立している｡ところが,

クエンチ系のサイ ト格子 と同等の臨界濃度をもち,かつアニール系にもそれに近い臨界

濃度 をもつランダム格子が存在する｡サイ ト格子の各サイ トを囲む多角形要素 を単位と

する,ユナイテイ ドーボン ド格+4)がそれである｡ ただし任意のユナイテイ ド-ボンド

の配置においてクラスターに連結 していないサイ トも単一のクラスター として数える方

式 (ヌルークラスター5) )を採 用する｡このユナイテイデーボンド格子に対 して,ボン

ド格子のデュアル関係の自然な拡張ができ,かつ臨界濃度間に上述の双対性がクエンチ

系にも(サイ ト格子 と同等 ),アニール系にも共に成立することが示 される｡特にアニ

ール系において,四角形-ボンド以上の多角形-ボン ド格子に対応するイジングーモデ

ルは各多角形のサイ トにあるスピンの偶数個の積の対称和 ( E SIS･+E SISiSki,j ∫ i,j,k,1
S1- )に比例する相互作用 をもつ未解決問題であるO-方希薄磁性体の立場で見ると,
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笠井康弘

クエンチ系 とアニール系の臨界濃度の双対性は両体系の統計力学的普遍性 を示 している｡

両系を統一的 に扱 う方法でその双対性が証明できないだろうか｡
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実線 サ イ ト格子

点線 ユナイテ イ ド-ボン ド格子

図 1 サイ ト- ユナイテ イ ドーボ ン ド変換
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図 2 双 対 格 子 の 例
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ラ ン ダ ム 系 の 裏 格 子

東工大 小口武彦 ･上野陽太郎

㊥ squarelattice

2種類の ferroexchangeJA , JB (濃度は cA,CB) をもっquenchedbondmodel

で･ bondconfigurationをαとし, JA,JB bond に直交する裏格子の bondをJi,
J昌 とすると,裏格子の bondconfiguration a*は一義的に決まるO 表,裏両格子の状

態和は

Z(KA,KB,CA,CB,α) Z(K1,KB*,CA,CB,♂ )

(sh2KA)NcA/2(sh2KB)NcB′2 (sh2K呈PcA/2(sh2K;*)"cB/2

thKA- C-2Ki , thKB - e-2K昌

Kl-J,/2kT ,K* -∫:/2klで (i-A,B)l

*

J三-J｡,JB-JA とお くと,(2)の両式は

th去 - e-JB/kT*

(1)

(2)

(3)

という1つの式になるO裏格子ではJA,JB が交換することになるが, cA- cB- 1/2

のときは,(1)の両辺は全く同じ関数になる｡ Tc は 1つと仮定すると,(3)で T- T*-

Tcが厳密解である｡ この Tcは annealedsystem の T｡ とも一致する｡これは Tc付

近では両者 ともrandom conrigurationsが圧倒的な寄与があるからと思われる｡縦方向が

JA ,横方向がJB の体系の Onsagerの解 を1例として含む｡

cA が任意の場合の T｡の近似式は
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